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一般質問

竹
森　
　

衛

（
日
本
共
産
党
）

不

登

校

対

策

適
応
指
導
教
室「
虹
の
広
場
」

の
通
室
数
が
、
全
体
の
不
登
校
生

徒
の
10
％
程
度
で
あ
る
理
由
は
。

不
登
校
生
徒
全
て
が
全
く
の

不
登
校
で
は
な
く
、
多
く
の
生
徒

が
部
分
的
に
登
校
し
て
い
る
。
別

室
や
部
分
的
に
登
校
で
き
る
生
徒

は
、
学
校
で
対
応
す
る
こ
と
で
教

室
に
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

と
考
え
る
。
そ
れ
で
も
改
善
さ
れ

な
い
場
合
は
、
担
任
か
ら
「
虹
の

広
場
」
へ
の
通
室
を
勧
め
て
い
る

が
、
本
人
が
行
く
気
に
な
ら
な
い

場
合
や
、
仕
事
を
持
つ
保
護
者
が

多
く
、
保
護
者
が
送
迎
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
。

通
室
し
て
い
な
い
児
童
生
徒

の
希
望
や
、
保
護
者
の
意
見
等
を

集
約
し
て
い
る
の
か
。
現
状
で
満

足
し
て
い
る
の
か
、
改
善
は
。

ま
ず
は
「
虹
の
広
場
」
に
通

え
る
よ
う
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
通
室
し
て
い
な

い
方
の
意
見
は
直
接
聞
い
て
い
な

い
。
希
望
や
意
見
は
本
人
、
保
護

者
が
通
室
す
る
か
決
定
す
る
際
に

把
握
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
的

に
直
接
関
わ
っ
て
い
る
担
任
等
か

ら
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
活
用
や
、
担

任
等
か
ら
一
層
の
周
知
を
図
り
た

い
。
生
徒
が
入
室
・
活
動
す
る
部

屋
は
１
部
屋
で
あ
る
が
、
個
別
相

談
や
定
期
テ
ス
ト
で
は
４
階
の
教

育
委
員
会
会
議
室
を
利
用
し
て
い

る
。
集
団
活
動
、
個
別
対
応
で
き

る
部
屋
が
あ
れ
ば
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
立
て
や
す
く
な
り
、
子
ど
も

た
ち
も
安
心
で
き
る
と
思
う
。

４
階
を
常
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
か
、
施
設
に
関
し
て

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

当
面
は
現
在
の
形
で
対
応
し

た
い
が
、
当
該
場
所
は
人
通
り
や
、

送
迎
も
非
常
に
少
な
く
、
不
登
校

の
児
童
生
徒
は
通
い
や
す
い
。
今

後
、
八
木
駅
南
の
分
庁
舎
が
完
成

し
、
各
課
の
配
置
見
直
し
の
中
で
、

検
討
、
対
応
し
た
い
。

分
庁
舎
が
で
き
る
ま
で
辛
抱

し
ろ
と
い
う
こ
と
か
。
市
の
教
育

大
綱
の
基
本
目
標
を
今
後
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

個
別
の
案
件
は
別
の
部
屋
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
事
前
に
わ
か
る
の
で
、

４
階
の
部
屋
を
押
さ
え
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
急
な
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
そ
う
い
う
環
境
を
保
て

る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
立
場
、

気
持
ち
を
考
え
て
対
応
し
た
い
。

大
和
高
田
市
で
は
、
卒
業
し

た
生
徒
に
対
し
て
、
必
ず
交
流
会

を
開
い
て
高
校
へ
行
っ
て
い
る
の

か
確
認
し
て
い
る
が
本
市
は
。

交
流
会
等
は
、
今
の
と
こ
ろ

や
っ
て
い
な
い
が
、
進
路
の
把
握

や
、
指
導
員
、
先
生
と
の
交
流
の

中
で
卒
業
生
が
来
る
こ
と
も
あ
る
。

今
後
、
交
流
会
等
は
検
討
し
た
い
。

指
導
員
の
４
つ
の
取
り
組
み
、

各
小
学
校
の
指
導
員
の
配
置
体
制
、

勤
務
時
間
の
改
善
は
。

ま
ず
、
相
談
に
乗
り
助
言
を

行
う
た
め
家
庭
訪
問
を
し
て
、
保

護
者
や
本
人
と
話
を
す
る
な
ど
の

対
応
。
２
つ
目
、
授
業
が
あ
る
担

任
に
代
わ
り
、
行
き
渋
り
の
児
童

生
徒
の
家
へ
迎
え
に
行
く
。
３
つ

目
、
子
ど
も
へ
の
学
習
指
導
、
悩

み
の
相
談
、
助
言
を
行
う
た
め
に
、

ク
ラ
ス
に
入
っ
て
指
導
補
助
を
行

い
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
様
子
を

見
守
る
。
４
つ
目
、
生
徒
指
導
上

緊
急
に
担
任
が
対
応
す
る
場
合
、

臨
機
応
変
に
担
任
に
代
わ
り
授
業

を
行
う
。
配
置
状
況
は
、
各
小
中

学
校
１
名
ず
つ
。
数
人
で
時
間
を

分
け
合
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
が
、

実
情
に
よ
り
校
長
が
時
間
割
を
決

め
て
勤
務
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

ク
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
配
置
し

て
い
る
。
今
年
度
か
ら
は
、
こ
こ

ろ
の
ケ
ア
ル
ー
ム
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
市
内
４
小
学
校
に
も
配
置
し
、

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
ル
ー
ム
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
も
配
置
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
今
後
も
対
応

し
た
い
。

親
の
会
と
の
連
携
や
親
と
は

ど
う
話
し
合
っ
て
い
く
の
か
。
ど

う
す
れ
ば
来
ら
れ
な
い
子
が
来
や

す
い
場
所
に
な
る
の
か
子
ど
も
か

ら
聞
く
意
思
が
あ
る
の
か
。

不
登
校
の
親
の
会
は
「
虹
の

広
場
」
に
は
な
い
。
仕
事
を
持
つ

保
護
者
が
多
く
、
平
日
に
集
ま
る

こ
と
が
難
し
い
。
送
迎
時
に
保
護

者
へ
子
ど
も
の
様
子
を
指
導
員
等

が
話
し
た
り
、
学
期
末
に
三
者
面

談
の
機
会
を
設
定
し
た
り
し
、
今

後
の
支
援
の
共
通
理
解
を
し
な
が

一
般質問
一
般質問

会
派
名
簿

公　

明　

党
（
４
名
）

大
北
か
ず
す
け
・
亀
甲
義
明

森
下
み
や
子
・
成
谷
文
彦

日
本
共
産
党
（
２
名
）

竹
森　

衛
・
西
川
正
克

至　

誠　

会
（
２
名
）

小
川
和
俊
・
奥
田　

寛

政　

志　

会
（
２
名
）

た
け
だ
や
す
ひ
こ
・
松
木
雅
德

自
由
民
主
党
（
２
名
）

細
川
佳
秀
・
奥
田
英
人

新
星
橿
原
（
3
名
）

廣
井
一
隆
・
大
保
由
香
子

田
中
か
ず
と
も

い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し

な
い
議
員
（
7
名
）

杉
井
康
夫
・
竹
田
き
よ
し

樫
本
利
明
・
高
橋
圭
一

河
合　

正
・
槇
尾
幸
雄

松
尾
高
英

（
平
成
28
年
9
月
20
日
現
在
）

定
例
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
諸
議
案
に
関
係
な
く
、

議
員
自
身
が
議
長
に
通
告
し
、
市
長
及
び
関
係
理
事
者

に
質
問
す
る
日
（
一
般
質
問
日
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
は
、
９
月
20
日
、
21
日
に
７
人
の
議
員
が

活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

詳
細
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。


